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これらの中枢には､体の各部位に分布する末梢神経線維が局在的に投射 し､体部位局







している｡ これを反映して顔面葉は左右が融合 しそれを取 り囲むように迷走葉が著 し
く肥大 し､第一次中枢の触覚と味覚地図では口腔内が大きく拡大されている｡ 迷走葉
には口腔内の各部位が連続的に表わされ､細胞構築 は層構造を里 している｡ 末梢線維
は感覚域 に投射 し､第一次味覚中枢のニューロンに収束 している｡これらの個々のニ
ューロンは迷走葉の深部 にある運動ニューロンと1:1の結合をして､口腔内の各部位
の味菅とその直下にある骨格筋線維と明瞭な反射弓を形成 している｡これはコイ目の
魚が餌 と泥を一緒に口腔内-取 り込み､そのなかから餌を選別 して飲み込むと同時に
泥を吐き出すことを可能にしている｡





し､それらが顔面葉に局在的に投射 している｡ その結果､触額に対応 した部分は極度















一次抗体 として,シロサケープロラクチン (PRL),シロサケー成長ホルモン (GH),
合成一副腎皮質刺激ホルモ ン (ACTH),ヒ ト 甲状腺刺激ホルモ ン (TSH) β,
ギンザケー生殖腺刺激ホルモン (GTH)-Ⅰβ,Ⅲβ,α-黒色素胞刺激ホルモン (M










がわずかに出現 していた. 醇化は30期直前 に起 こり,32期 に初めて,主菜後部
背側に少数の GTH-Ⅰ細胞が出現 していた. ティラピアでは,脳下垂体が初めて
出現する醇化前の個体 (受精72時間後)において,PRL細胞が脳下垂体前方腹側
部に,またその背側部に少数のGTH細胞が認められた. 醇化直前の個体 (受精 8
4時間後)においてはGH細胞が脳下垂体後方背側部 に,ACTH細胞が前方背側













































以下のことが明らかとなった｡ 1)産卵環境 を認識 したアユ雄では､精液量が増加し
スパマ トクリット値の低下が起こる｡2)このような雄は雌の排卵 を促すフェロモ ン
を放出する｡ 3)環境に入った雌は雄からのフェロモンを感受やきるようになる (咲
覚の変化 ?)｡ 4)環境へ移行 した雌の卵母細胞は最終成熟誘起ホルモ ンに対する感
受性を獲得する｡ おそらく環境に入ったアユでは､生殖腺刺激ホルモンを中心とした
内分泌系 に変化が生じ､これによって､生殖腺や喚党系などに変化が起こるもの と推
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